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張元の映画製作
── 「独立電影」、「地下電影」 と中国の映画環境──
山　本　　　律
はじめに
　中国では 1980年代末よりテレビの普及や娯楽の多様化などにより映画産業
が低迷する。そして 1990年代に入ると、国営の映画製作所が映画を製作し、
中影公司1）が一括して映画の買い付け・配給をしていたという図式が崩れ、映
画の市場開放が一気に進められた。そのような中国映画産業・制度の過渡期
に、これまでの映画監督とは異なったやり方で映画を撮った監督がいる。張元
である2）。
　張元は 1963年に生まれ、1985年に北京電影学院攝影系 （撮影学部） に入学、
1989年に同校を卒業している。監督処女作は 1990年撮影の障害児とその母親
をドキュメンタリータッチで描いた 『媽媽』 （監督：張元、脚本：秦燕） である。
この映画は中国最初の 「独立電影」 といわれている。「独立電影」 とは、監督
や製作者が個人的に資金を集めて作る映画を指す。張元は、その後も同様のス
タイルで映画を何本か撮ったが、当時は国営の映画製作所で映画を撮るのが一
般的で、こうした製作方法は珍しかった。
　張元の映画が中国国内の映画館で上映され、第六世代監督3）を代表する一人
として中国の多数の雑誌や論文などで取り上げられるようになるのは、1999
年公開の、17年ぶりに実家で年越しをすることになった囚人と家族との関係
を描いた 『ただいま』 （原題：過年回家、監督：張元、脚本：余華・寧岱・朱文） 以
降である。つまり約 9年の間、張元の映画は中国国内の映画館で上映されな
かったことになる。
　ところで中国国内の映画館で映画上映をするには、電影管理局に上映を申請
し許可を受ける必要がある （以下映画審査と呼ぶ） 4）。許可を得ていない映画は
中国国内の映画館で上映できず、そのような映画は 「地下電影」 と呼ばれてい
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る。中国の映画監督の中には、映画審査の審査基準が条例において明文化され
るようになった現在5）でも合否の判断基準に疑問を感じ、映画審査に通すこと
を最初からあきらめ、自らの意思で自分の映画を 「地下電影」 としている監督
もいる。しかしながら張元の場合はこれまでの言動を振り返ると、処女作 『媽
媽』 を映画審査に申請していることなどから、自ら進んで 「地下電影」 の道を
選んだわけではないように思われる。
　こうしてみると、「独立電影」 といい 「地下電影」 といい、張元の映画製作
の変遷には映画産業の過渡期に映画製作・公開がどのような問題を抱えてきた
か、その一端が覗いているといってもいいだろう。そこで本稿では、張元を例
に 1990年代の中国における映画製作・公開が抱える問題点について考察を進
めていく。
　第一に、処女作で 「独立電影」 という製作方法を選択した点について。処女
作 『媽媽』 は 「独立電影」 として製作されたモノクロのドキュメンタリータッ
チの映画である。2002年になるまで、中国の映画審査に申請できるのは国営
の映画製作所だけであった6）。そのため 「独立電影」 として製作された映画は、
国営の映画製作所が製作した映画として映画審査を受けることを申請する必
要があった。現在の中国では、日本でも話題を呼んだ 『英雄― HERO ―』
（2002、原題：英雄、監督：張芸謀、脚本：李馮・張芸謀・江志強） や 『LOVERS』
（2004、原題：十面埋伏、監督：張芸謀、脚本：李馮・張芸謀・王斌） なども国内外の
資金を導入して製作された映画であることからわかるように、民間や外国から
資金を調達して映画を製作することは珍しくなくなっている。しかし張元が
『媽媽』 を撮った当時は、映画は国営の映画製作所が製作することが普通であ
り、個人的に製作資金を集めて映画を製作することはなかった。個人的に製作
資金を集めて製作する映画は、現在では近年日本でも注目されている 「中国独
立記録片」 （筆者注：日本では一般に中国インディペンデントドキュメンタリー映画と
称される） がその代表例といえる。しかしこれも 1990年に呉文光によって撮ら
れた 『流浪北京　最後の夢想家たち』 （原題：流浪北京　最後的夢想者、監督：呉
文光） が、その原点だといわれている。国営の映画製作所に所属して映画を撮
るということが一般的であった当時、張元はなぜわざわざ当時の映画製作体制
の外で映画を撮ったのだろうか。
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　第二に、『媽媽』 は、映画審査に通過した。それにもかかわらず、中国国内
の映画館で上映されなかった。それはなぜか。中国で映画が上映されるために
は映画審査以外に何か条件があるのだろうか。
　第三に、国内の映画館での上映の機会に恵まれなかった張元が、どのように
して公開の道を切り開いていったのか。国内の映画館での上映の道が閉ざされ
ていた間、張元の映画製作を支えていたものは何だったのか。
　なお本稿では、映画のタイトルについて、邦題のあるものは邦題を挙げ、原
題を付す。邦題のないものは原題を用いる。
1　「独立電影」という選択
　最初に考えたいのは、張元の処女作 『媽媽』 は、なぜ 「独立電影」 として撮
られたのかということである。『媽媽』 が 「独立電影」 として製作された背景
を考えるには、中国において監督になるのにどのような道があるかを考慮する
必要がある。張元の場合は以下のような問題が存在した。
　張元よりも前の世代の第五世代監督7）の頃は、映画監督になるには北京電影
学院導演系 （監督学部） を卒業し、その後国営の映画製作所に配属され、数年
後に監督となるという道を辿るのが一般的であった。そのような道を辿った例
では陳凱歌や田壮壮などが挙げられる。ここで陳凱歌と田壮壮の監督となるま
での略歴を確認しておきたい。
「陳凱歌が監督になるまでの略歴」
1952年 北京市生まれ。父親は映画監督 （陳懐皚）、母親は脚本家
1978年 北京電影学院導演系に入学
1982年 北京電影学院卒業。北京電影製片廠に配属
1984年 『黄色い大地』 （原題：黄土地） で初監督。この作品は、ロカルノ国際映画祭
グランプリ・香港国際映画祭金鶏賞受賞
「田壯壯が監督になるまでの略歴」
1952年 天津市生まれ。父親は映画監督・俳優 （田方） 母親は女優 （于藍）
1978年 北京電影学院導演系に入学
1981年 北京電影学院卒業。北京電影製片廠に配属
1981年 『小院』 で初の共同監督
1982年 『紅象』 共同監督
1983年 『九月』 共同監督
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1984年 『狩場の掟』 （原題：狩場札撤） で初の単独監督
　上記の表をみると、陳凱歌と田壮壮は北京電影学院導演系を卒業後、国営の
映画製作所に所属して監督となっていることがわかる。一方張元は陳凱歌らと
は異なり、北京電影学院卒業ではあるものの導演系ではなく攝影系の出身であ
る。第五世代監督の中には、張芸謀のように導演系出身でなくとも監督になれ
た例もある。しかしながらその当時においてそれは特殊な例で、やはり監督に
なるには導演系出身であるのが確実な道であったといってよいだろう。なぜな
ら当時の中国における就職は政府による分配で決まっており、その分配は学歴
などによって決められていたからである。
　攝影系出身の張元は、映画監督となる王道のコースを歩んではいなかった。
就職に際して、張元は八一電影製片廠に配属が決まったが、そこには進まな
かった。それはなぜなのであろうか。当時の国営の映画製作所における監督の
年齢層の不均衡がそこに影を落としているように思われる。以下、当時の映画
製作所における在職監督の年齢層の分布を確認しておく。
「1992年各映画製作所の監督年齢 8）」
映画製作
所名
年間予定
製作本数
在職監督
数
60歳以上
50 歳から
60歳
40 歳から
50歳
30 歳から
40歳
30歳以下
上海電影
製片廠
15 26 3 18 3 1 1
長春電影
製片廠
17 44 0 27 8 9 0
　上記の表をみると、30歳以下の監督は非常に少なく、主に 50歳から 60歳
に集中しているのがみてとれる。40歳から 50歳の監督数が少ないのは、文化
大革命の間は北京電影学院が閉校していたことも影響している。しかしその点
を考慮しても、30歳以下がほぼ皆無という点から、当時の映画製作所で若手
が監督になることがいかに難しかったかということが理解できよう。そのよう
な背景があれば、導演系卒業でない若い張元が 「独立電影」 の製作を模索した
としてもおかしくはない。
　ところで張元が 『媽媽』 を撮った当時、張元自身にそれが 「独立電影」 であ
るという認識はなかったという。張元は 『媽媽』 の撮影について、インタ
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ビューで以下のように答えている。
　1990年、私は最初の映画 『媽媽』 を撮りました。『媽媽』 は 1949年以
降、中国で最初の 「独立電影」 です。私の友人が製作資金の援助をして
くれました。その当時、「独立電影」 という概念は中国には全くなかった
といっていいでしょう。なぜならあらゆる映画は全て国営の映画製作所
で製作されていたからです。私自身、このような概念は聞いたことがあ
りませんでした。ただヨーロッパのある映画祭である人が言い出してか
ら私はようやく徐々に意識するようになったのです9）。
　上記の発言によれば張元は当時の映画製作体制の外で映画を撮ったが、それ
は結果的にそうなっただけであり、初めからそのようにしようとしていたので
はないということになる。言い換えると、張元が国営の映画製作所に所属しな
いで映画を撮ったのは、自分の映画を撮るには自力で資金を集めるしかなく、
それが結果的に 「独立電影」 としての製作につながったといえよう。しかも張
元は 『媽媽』 を映画審査にかけず非公認のまま何らかの形で上映を目指す （い
わゆる 「地下電影」 にする） 意図はなかった。張元は西安電影製片廠の協力を得
て、この映画を中国国内の映画館で上映するための映画審査に申請し通過して
いる。つまり 「独立電影」 は中国の映画製作体制への抵抗から生まれたという
より、むしろ当時の映画製作の環境から当然の帰結として生まれた側面が強
い。
２　なぜ『媽媽』は上映されなかったのか
　『媽媽』 は映画審査に通過した。それなのになぜ中国国内の映画館で上映さ
れなかったのであろうか。当時 『媽媽』 が中国国内の映画館で上映されなかっ
た背景には、映画のフィルムが 3本しかコピーされなかったことがあると考え
られる。1990年に製作された中国映画の平均コピー数が 122．3本であること
と比べると、その数量の少なさは歴然としている10）。1990年に製作された中
国映画は 126本であるが、このうち以下の 22本が 200本以上コピーされた映
画である11）。
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順位 作品名 コピー数
1 龍蛇争覇 316
2 聯手警探 301
3 西安殺戮 296
4 女子別動隊 281
5 飛天神鼠 250
6 黒色走廊 247
7 通天長老 242
8 金元大却案 240
9 血泪情仇 238
10 一無所有 237
11 龍年警官 229
12 侠盗魯平 224
13 闘鶏 222
14 夜幕下的黄色幽霊 220
15 外灘龍蛇 220
16 賭命漢 215
17 省港狂龍 211
18 花翎飛盗 208
19 鼓上蛋伝奇 206
20 独行客 202
21 古今大戦秦俑情 201
22 一代槍王 200
　上記の表のトップにある 『龍蛇争覇』 （別名：義胆群英、邦題：ワイルド・ヒー
ローズ / 暗黒街の狼たち、監督：呉宇森・午馬、脚本：侯志強・倪匡） が、香港の人
気監督である呉宇森 （ジョン･ウー） による中国と香港の合作のアクション映画
であることからもわかるように、当時中国の映画市場では娯楽映画が人気を博
していた。このような状況において、張元のような当時無名の監督が撮ったモ
ノクロのドキュメンタリータッチの映画はやはり興行的に期待されなかった
といえよう。張元もインタビューに答えて 「私の最初の映画 『媽媽』 は当時映
画審査に通りました。しかし当時の映画市場においては、このようなモノクロ
映画が国内上映される機会がなかったのです」 12）と述べている。
　更に問題となるのは、当時の映画配給制度である。1993年に各映画製作機
関・地方配給機関による国産映画の配給が認められるようになるまでは中影公
司が一括して配給を取り決めていた。1993年、『広電字 （3） 号文件』 すなわち
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『関于当前深化電影行業機制改革的若干意見 （目下深化する映画産業の規制改革に
関する若干の意見）』 とその 『実施細則』 が出された。ここでは第一に、それま
で国産の劇映画を中影公司が一括して配給していたものから各映画製作機関・
地方配給機関にゆだねられることが正式に決定され、第二に、映画チケットの
価格の自由化が正式に決定された。張元の 『媽媽』 は 1993年以前に製作され
たので、映画の配給は中影公司の判断に任されていた。
３　国内上映までの道
　映画審査に通過したにもかかわらず、張元の処女作 『媽媽』 は中国国内の映
画館で上映されることはなかった。その後しばらくの間、張元は映画を撮らな
かった。その間張元は、中国のロック歌手崔建らのMTVの製作や広告の製作
を行っていた。1991年、張元は崔建の最初のMTV 「ワイルド・オン・ザ・ス
ノー」 （原題：快譲我在這雪地上撒点儿野） を撮影し、アメリカの有線テレビネッ
トのMTV 大賞を受賞している。そしてその後も立て続けに、崔建の 「最後の
一撃」 （原題：最後一槍）、「紅い布切れ」 （原題：一塊紅布） などを撮影した。
　だが張元の映画に、思わぬ形で上映のチャンスが巡ってきた。『媽媽』 は香
港の映画監督である舒琪に評価され、彼の推薦でフランスのナント三大陸国際
映画祭に出品されることになったのである。その結果、『媽媽』 はナント三大
陸映画祭の審査委員賞と観客賞を受賞し、その後もドイツのベルリン国際映画
祭審査員グランプリなどを受賞することになった。
　その後 1993年、張元は崔建主演の 『北京バスターズ』 （原題：北京雑種、監
督：張元、脚本：張元・唐大年・崔健） を完成させた。この映画は、中国の映画審
査に通過する前に国外の映画祭に出品されることになった。しかし無断で国外
の映画祭に出品することは禁止されているため、張元は広播電影電視局から批
判され、1994年 3月 12日に 「关于不得支持、协助张元等人拍摄影视及后期加
工的通知 （張元等の映像撮影及びポストプロダクションを支持・協力できないことに
関する通知）」 を出されることになった。この事件は、張元のほかに田壮壮・王
小帥・呉文光・何建軍・寧岱・王光利ら７名の監督が警告を受けたことから
「七君子事件」 と称される。この警告が解かれるまで、張元の映画が中国国内
の映画館で上映されることはなかった。しかし張元は中国国内での上映をあき
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らめていなかった。それは以下のインタビューに対する発言からも窺えよう。
　Q：警告を受けて努力しましたか？
　A：とてもしました。人は生きるために妥協も必要です。問題なのはど
のように妥協するかです。もし妥協してバカを見るのが自分だとしても
妥協できるでしょうか。私は、芸術家は芸術家の見方、芸術家の語り方
を持つべきだと思います。そうでなければおろかといえるでしょう13）。
　警告が出されている間、張元が全く映画を撮らなかったわけではない。1994
年にドキュメンタリー映画の 『広場』 を完成させると、1996年には四人家族
の親子関係を描いた 『児子』 （監督：張元、脚本：寧岱）、同性愛者と彼を尋問す
る警官を描いた 『インペリアル･パレス』 （原題：東宮西宮、監督：張元、脚本：張
元・王小波） を撮り、これらの映画を国外の国際映画祭に出品している。この
うち 『インペリアル・パレス』 は、中国で初めて同性愛を正面から描いた映画
である。中国では同性愛が 1997 年まで違法であったこともあって長らくタ
ブー視されており、今なお同性愛を扱った映画は、DVDは発売されていても
中国国内の映画館では上映されてない14）。
　だが警告を受け、国内での上映がいっそう困難になっていた張元は、国外で
評価されることで15）、逆に国内での上映に意欲を示すようになっていった。そ
れは以下のインタビューに答えての発言からも窺えよう。
　実際 『ただいま』 を撮っているとき、私は決心したのです。絶対に自
分の映画を中国の観客にみせるのだと。中国の市場があります。そこで
『ただいま』 で一歩踏み出したのです。『ウォ・アイ・ニー』 （筆者注；原
題：我愛你、監督：張元、脚本：張元・王朔） では市場に向けて大きく踏み出
したといっていいでしょう。次回作の趙薇・姜文主演の 『緑茶』 （筆者注；
原題：緑茶、監督：張元、脚本：張元・金仁順） は中国映画市場でさらに成功
すると信じています16）。
　処女作 『媽媽』 が中国市場で受け入れられなかったこともあってか、ここで
の張元は中国の映画市場を強く意識しているととれる発言をしている。また張
元は別のインタビューで以下のようにも述べている。
　私は自分の映画を国内の観客に観てもらいたいのです。結局自分のい
る場所と自分との関係です。私は一人の仕事好きの人間です。これには
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かなりの資金投入を必要とします17）。
　上記発言でも張元は自分にとっての中国映画市場の重要さを物語っている。
「地下電影」 の監督は、張元も含めて多くが国内の映画館での上映の道を閉ざ
されていたため、海外で評価されることで活路を見出した。しかし目は常に国
内に向いていた。そうでなければ自分の活動拠点を海外に移し映画を撮ること
も可能であったはずである。だが張元はそのような行動にはでず、あくまでも
中国で活動すること望んだ。そしてついに 1998年に警告が解かれ、張元の映
画が翌年中国国内の映画館で上映されることになった。それを支えたのが、映
画配給制度の変更である。
　張元の初の国内上映映画となった 『ただいま』 は、処女作 『媽媽』 と同様、
西安電影製片廠の作品として映画審査に申請された。ゆえに映画を製作してか
ら映画審査に通るまでは 『媽媽』 と 『ただいま』 は同様のプロセスを踏んだと
いえる。だが映画配給をめぐる状況は大きく異なる。『媽媽』 が製作された当
時、映画の配給は全て中影公司が行っていた。それが 1993年に 『広電字 （3） 
号文件』 が出されたことにより、中国の映画配給制度は変わり市場開放され
た。それは配給の自由をもたらし、これまで配給されるチャンスがなかった監
督の映画にも門戸を開くことになったのである。
　もう一つ重要なことがある。こうした配給制度の変更は、一方ではこれまで
政府によって資金面を守られていた国営の映画製作所を映画製作資金などの
問題に直面させることにもなった。そこで製作資金の問題に直面した国営の映
画製作所は、海外や民間の資金を積極的に導入して映画を製作し、配給するよ
うになった。そのような映画は、1990年代後半には中国の映画館で上映され
る映画の約半数を占めるようになる。『広電字 （3） 号文件』 の施行に付随して
起こった現象も、『ただいま』 を撮る時点ではすでに海外で高く評価されスポ
ンサーもつくようになっていた張元の映画が国内の映画館で上映されること
に大きく影響しているといえよう。
　『ただいま』 が中国国内で上映される際、張元はインタビューで 「長い間私
の映画は自分の祖国で上映するすべがありませんでした。今日、ついに国内に
私の映画を迎える映画観客ができたのです。――この気持ちは私が国外で受賞
したときの気持ちを超越しています。――これは私が待ち望んでいたことでも
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あります」 18）と述べている。つまり国外の国際映画祭で受賞して有名になった
としても、また国内で警告や制約を受けたとしても、中国の監督にとっては、
国内の観客に向けて映画を製作することが重要なのである。1990年以降に誕
生し発展した 「独立電影」 や 「地下電影」 は、監督たちのこうした姿勢と相
まって、当時の中国映画に大きな影響を与えた。それを支えたのが映画配給制
度の変化や、海外からの評価だった。
おわりに
　中国の映画は 1980年代末よりテレビの普及などにより低迷期を迎えること
になり、また中国の映画製作や配給制度は 1990年代に大きな転換期を迎えた。
そのような時期に、張元は国営の映画製作所に頼らず 「独立電影」 を撮る道を
歩んできた。しかも、その作品は国内の映画館で上映の機会がなかった （「地下
電影」）。しかし 1999 年、張元の映画はついに国内上映されることになった。
その張元が歩んだ道は、1990年代の中国映画界の変貌を色濃く反映している。
　第一に、処女作 『媽媽』 は、結果として 「独立電影」 となったがそれは張元
が初めから狙ってそうなったのではない。当時、北京電影学院導演系出身でな
い青年が、国営の映画製作所の中で監督になるのは非常に難しかった。張元も
製作資金を自ら集めて映画を製作した結果、それが 「独立電影」 になっていた
のである。1990年代に 「独立電影」 が生まれた背景にはこのような事情があっ
たのである。
　第二に、『媽媽』 が中国国内の映画館で上映されなかったのは、『媽媽』 を映
画審査に申請しなかったからではない。それは、中影公司が一括して配給を行
うという当時の中国映画の配給制度が影響していた。1999年に 『ただいま』
が中国国内の映画館で上映されるまで張元は 「地下電影」 の監督として活動し
ていたが、それは張元自らそれを望んだからではなく、当時の中国の映画配給
制度や国外の国際映画祭出品に対する規制の厳しさから来たものと言えよう。
中国で 「地下電影」 が生まれた背景には、こうした事情もあったのである。
　第三に、映画の配給制度及びそれをとりまく環境は、1990年代に大きく様
変わりした。中国国内の映画館での上映機会を持てなかった監督は、その公開
の場を国外の国際映画祭に求め、評価を受けるようになった。しかし配給制度
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は変更し、それとともに映画製作所が外部資金の導入を余儀なくされたこと
は、これまで国内の映画館では映画を上映する機会を持てなかったが、すでに
海外で評価を受けスポンサーもつけるようになった若手監督たちの国内の映
画館での上映の機会を広げることとなった。また、国際映画祭に出品するには
映画審査に通過しなくてはいけないが、1993年に施行された 『電影審査暫行
規定』 および 1996年に施行 （2002年に改定） された 『電影管理条例』 では、映
画審査の内容が明文化されることとなった。さらに 2003年施行の 『電影劇本 
（梗概） 立項、電影片審査暫行規定 （映画脚本 （梗概） のプロジェクト承認、映画審
査暫定規定）』 では映画審査の手続上での簡略化が決定され、2006年施行の 『電
影劇本 （梗概） 備案、電影片審査管理規定 （映画脚本 （梗概） 草案、映画審査管
理規定）』 では審査基準がより具体化されるようになった19）。
　その結果、張元と同様、国営の映画製作所に所属せず個人的に資金を集め映
画を製作し、その公開の場を国外の映画祭などに求めていた監督らの映画も、
1990年代後半以降、次々と国内の映画館で上映されるようになった。例えば
『ルアンの歌』 （1998、原題：扁担姑娘、監督：王小帥）、『胡蝶的微笑』 （2000、監
督：何建軍） などである。
　ひとりの 「独立電影」 （それも 「地下電影」） を撮っていた監督の映画が国内の
映画館で上映されるようになったという出来事は、中国映画史においてはほん
の些細なことである。しかしそれは、1990年代に起こった中国映画界の大き
な変化が、そして監督たちの国内の映画館での上映にかける熱意がなければ実
現しなかったことである。一人ひとりの監督の歩んだ道はそうした中国映画の
変動の様子を垣間見せてくれる窓に他ならない。
1） 1951 年に 「中国影片経理公司」 として設立した中国政府による映画配給機構。
1952 年に 「中国電影発行公司」、1958 年に 「中国電影発行放映公司」、1995 年に
「中国電影公司」 と改称。一般に 「中影公司」 と称される。
2） 張元の経歴を略年譜で示せば次のとおり。
年 出来事
1963 江蘇省に生まれる
1985 北京電影学院摂影系に入学
1989 同校卒業
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1990 『媽媽』 完成
1991 崔健のMTV 「ワイルド・オン・ザ・スノー」 撮影
1991
『媽媽』 がフランスのナント三大陸映画祭審査委員賞と観客賞を受
賞
1993 『北京バスターズ』 （原題：北京雑種） 完成
1994
広播電影電視局より 「張元等の映像撮影及びポストプロダクション
を支持・協力できないことに関する通知」 という警告が出される
1994 ドキュメンタリー映画 『広場』 完成 （段錦川との共同監督作品）
1996 『児子』 完成
1996 『インペリアル・パレス』 （原題：東宮西宮） 完成
1996 舞台版 『インペリアル・パレス』 上演
1998 警告が解かれる
1998 『ただいま』 （原題：過年回家） 完成
1998 ドキュメンタリー映画 『釘子戸』 完成
1999
ドキュメンタリー映画 『クレイジー・イングリッシュ』 （原題：瘋
狂英語） 完成
1999 短編映画 『丹麦小姐』 完成
2000 ドキュメンタリー映画 『金星小姐』 完成
2000 ドキュメンタリー映画 『施瓦辛格中国行』 完成
2001 ドキュメンタリー映画 『収養』 完成
2001 テレビ映画 『海南、海南』 完成
2002 『ウォ・アイ・ニー』 （原題：我愛你） 完成
2002 京劇映画 『江姐』 完成
2002 『緑茶』 完成
2003 連続テレビドラマ 『閃』 完成
2006 『小さな赤い花』 （原題：看上去很美） 完成
3） 1960 年代～ 1970 年代生まれで、1980 年代～ 1990 年代に北京電影学院・中央戯
劇学院などで教育を受けた監督のグループの呼称。その多くが北京電影学院導演
系に 1985 年度に入学した学生である。胡雪楊、王小帥、婁燁、管虎、路学長、王
瑞、李欣、章明、張元などがいる。またそれよりも若い 1970 年代生まれの賈樟柯
や張揚などを含めていうこともある。
4） 現在、中国の映画審査は、全て国家広播電影電視総局が行っている。これは、ラ
ジオ・映画・テレビ事業を管轄する国家機関である。もともとはラジオ・テレビ
と映画は管轄機関が異なった。しかし広播電視省が 1986 年に文化部電影事業管轄
局と合併し、広播電影電視局となり、ラジオ・映画・テレビ事業の管轄が一体化
する。そして 1998 年、第９期全人代第 1 回大会で国家広播電影電視総局となり国
務院直属の機関となった。現在、中国映画に関しては、脚本審査・製作後・最終
製作後に映画審査が行われている。中国の映画条例は、1911 年の 『取締影戯条例』
に始まるといってよいだろう。しかし、今に通じる条例が制定されたのは 1996 年
の 『電影管理条例』 からである。その後 『電影管理条例』 は改定され、現在は、
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2001 年 12 月 12 日に公布され 2002 年 2 月 1 日に施行された 『電影管理条例』 が適
用されている。（参考文献：藤井猛 「現代中国理解のためのキーワード 500〈映画
篇〉」 『中国 21』 vol.11、愛知大学現代中国学会、2001年 3月 31日ほか）
5） 2002年施行の 『電影管理条例』 によれば、下記のような項目が禁止されている。
　第二十五条　电影片禁止载有下列内容： 
　　（一）反对宪法确定的基本原则的； 
　　（二）危害国家统一、主权和领土完整的； 
　　（三）泄露国家秘密、危害国家安全或者损害国家荣誉和利益的； 
　　（四）煽动民族仇恨、民族歧视，破坏民族团结，或者侵害民族风俗、习惯的； 
　　（五）宣扬邪教、迷信的； 
　　（六）扰乱社会秩序，破坏社会稳定的； 
　　（七）宣扬淫秽、赌博、暴力或者教唆犯罪的； 
　　（八）侮辱或者诽谤他人，侵害他人合法权益的； 
　　（九）危害社会公德或者民族优秀文化传统的； 
　　（十）有法律、行政法规和国家规定禁止的其他内容的。 
　　（一） 憲法が定める基本原則に反対するもの
　　（二） 国家統一・主権・領土の保全を害するもの
　　（三） 国家機密を漏洩するもの、
　　　　  国家の安全あるいは国家の栄誉と利益を害するもの
　　（四） 民族の恨み・差別を扇動するもの、
　　　　  民族の団結を破壊した利民族の風俗・習慣を侵害したりするもの
　　（五） 邪教・迷信を宣揚するもの
　　（六） 社会秩序を撹乱するもの、社会の安定を破壊するもの
　　（七） 猥褻・賭博・暴力・犯罪教唆を宣揚するもの
　　（八） 他人を侮蔑・誹謗するもの、他人の合法的な権益を害するもの
　　（九） 公序良俗あるいは民族のすぐれた文化を害するもの
　　（十） 法律・行政法規・国家規定が禁止するその他の内容のもの
　　（国家広播電影電視総局 『電影管理条例』 第三章第二十五条
　　http://www.sarft.gov.cn/articles/2007/02/16/20070913144431120333.html　2008 年 5
月 12日取得）
6） 2002 年施行の電影管理条例には、これまでなかった下記の一条が加えられた。制
約はあるが、独立した単位の映画製作を認められたことがわかる。 
　　第十六条　电影制片单位以外的单位独立从事电影摄制业务，须报经国务院广播
电影电视行政部门批准，并持批准文件到工商行政管理部门办理相应的登记手续。电
影制片单位以外的单位经批准后摄制电影片，应当事先到国务院广播电影电视行政
部门领取一次性《摄制电影片许可证（单片）》，并参照电影制片单位享有权利、承
担义务。具体办法由国务院广播电影电视行政部门制定。
　　「第十六条　映画製作単位以外の単位が独立して映画製作業務に従事する場合、
国務院広播電影電視行政部門に報告し、批准を受けなければならない。また、批
准文献を商工行政管理部門に提出し登記の手続きをしなければならない。映画製
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作単位以外の単位が批准を受けた後に映画を撮影するには、まず国家広播電影電
視行政部門で一回限り有効の 『映画撮影許可証』 を受け取らなければならない。ま
た、映画製作単位が受ける権利・負う義務に準じなければならない。具体的な方
法は国家広播電影電視行政部門の制定による」 （http://www.sarft.gov.cn/articles/2007
/02/16/20070913144431120333.html　2008年 5月 12日取得）　
7） 主に 1978 年に北京電影学院等に入学し、1980 年代半ばから本格的な映画製作を
開始した 1950年代生まれの映画監督グループ。陳凱歌、田壮壮、呉子牛、張芸媒、
黄建新、江海洋、周暁文、彭小蓮、夏鋼、李少紅、寧瀛、孫周、張沢鳴、胡玫、張
建亜などが挙げられる。
8） 于丽主编 『中国电影专业史研究・电影制片、发行、放映卷』、中国电影出版社、
2006年 9月、P141による。
9 原文は次のとおり。「1990 年，我拍了第一步影片《妈妈》，是 1949 年以来中国第一
部独立影片，我朋友资助的．那时独立影片这个概念在中国可以说闻所未闻，因为
所有的影片都是由国营制片厂生产的．我自己也从没听说过这个概念，只是在欧洲
的一个电影节上有人提出了这一点之后，我才开始慢慢有所意识」 （孙绍谊、李迅
〈对最大的社会宽容度和对平等的概念感兴趣――青年导演张元访谈〉《杭州师范学
院学报 （社会科学版）》、2006年 4期、P69）
10） 中国电影家协会 『中国塩影年鉴 1991』、北京、中国电影出版社、1991 年、P240
による。
11） 同注 10、P241による。
12） 原文は次のとおり。「我的第一部片子《妈妈》当时是通过了的 , 但在当时的电影
市场 , 这样一部黑白片是没有机会在国内上映的」 （张会军、谢小晶、陈浥《银幕追
求 -与中国当代电影导演对话》、北京、中国电影出版社、2002年 2月、P127)
13） 原文は次のとおり。「Q 为禁令做过努力吗？ A 做过很多，人要生活就必须妥协，
问题是怎样妥协吃亏的是自己还能叫妥协？我觉得艺术家应该有艺术家的角度，有
艺术家说话的方式，还是必需的，否则是很糟糕的」 （〈极致体验〉《英才》、1999 年
5期、P80）
14） 中国では映画の国内上映を許可するのは国家広播電影電視総局だが、DVDの販
売を許可するのは文化部で、管轄が異なっている。
15） 張元の映画が国内上映されていない時期の主な国際映画祭受賞歴は次のとおり。
原題 邦題 製作年 主な国際映画祭受賞歴
媽媽 1990 フランスナント三大陸映画祭審査委員賞・観
客賞、ドイツベルリン国際映画祭審査員グラ
ンプリ
北京雑種 北京バスターズ 1993 スイスロカルノ国際映画祭特別審査委員賞
広場
（ドキュメン
タリー映画）
広場 1994 日本山形国際ドキュメンタリー映画祭国際批
評家連盟賞、アメリカハワイ映画祭審査委員
賞
児子 1996 ロッテルダム国家映画祭金虎賞
東宮西宮 インペリアル・
パレス／東宮西
宮
1996 アルゼンチンマル・デル・プラタ国際映画祭
最優秀シナリオ賞・最優秀監督賞・最優秀撮
影賞、フランスカンヌ映画祭 1997年正式ノミ
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ネート、イタリアトリノ国際映画祭最優秀作
品賞、スロベニア国際映画祭最優秀作品賞
16） 原文は次のとおり。「实际上在拍《过年回家》时，我方下定决心，一定要让自己
的电影面对中国观众，有中国市场。所以《过年回家》走出了一步，《我爱你》可以
说走出了面向市场的一大步。下面，由赵微，姜文主演的《绿茶》，我相信在市场上
会有更好的成绩」（营峰〈新锐导演 张元 全接触〉《大众电影》、2003年 5期、P37）
17） 原文は次のとおり。「我希望我的电影让国内的观众看到、最起码我呆的地方和我
有关系。我是一个很热爱的工作的人、这需要有大量的资金投入」 （同注 9、P70）
18） 原文は次のとおり。「很长时间内我的电影没法在自己的祖国上映，到今天终于在
国内有喜欢我电影的观众……这种感觉我觉得是超出我在国外得奖……这也是我等
待多年的一件事情」 （〈张元∶宽容与自由的传道者〉《当代电影》、2006 年 5 期、
P32)
19） 『電影劇本 （梗概） 立項，電影片審査暫行規定』 が 2003 年 12 月 1 日より施行。
2004 年 8 月 10 日改定。2006 年 6 月 22 日より 『電影劇本 （梗概） 備案，電影片管
理規定』 が施行。これにより 『電影劇本 （梗概） 立項，電影片審査暫行規定』 は廃
止。
